保健室の中のベッドの上
　
　
龍之介＃３２
　
　
　　十一月二十四日、蓮美台学園、会議室。
　
　　蓮美台学園教諭、深野順一
　
「えー、本日は毎週の定例職員会議ですので、本来であれば職員室にお集まりいただくはずだったのですが、これから申し上げる案件の都合上、声が外に漏れない会議室の方が適当と判断し、場所を変えさせてもらいました。
　先日、廊下で立ち話をしている生徒の横を通り過ぎた際、耳に入ったのですが……どうやら、校内で淫らな行いをしている生徒がいるらしいのです。足を止めて詳しく話を聞こうとしたのですが、その生徒も人から聞いたらしく、詳しいことは知らないとのことでした。
　ただ、その場所が保健室だったというのは間違いないらしいです。仮にその話が本当であるとすれば、あそこは基本的に仁科先生が常駐している部屋でもあり、生徒二人がこっそり入り、更にそういった行為を行うのは困難なはずです。
　学生の身分で色事にうつつを抜かすとは言語道断！　と言いたいところですが、若い時分でもありますし、ある程度は仕方ないでしょう。だが、節度は守ってもらわないといけない。まして、保健室には薬品の類もあり、忍び込んだのであればセキュリティの問題にもなります。よって、こうして職員会議の議題として提出させていただきました。
　……ですが、私はその話を聞いた翌日より出張の予定が入っておりまして、生徒から話を聞いたりする時間がとれない状況でした。ですので、その件は野々原先生にお願いし、調べていただきました」
　
　
　
　　蓮美台学園教諭、野々原結
　
「それでは、ここからは私が。ご多忙の深野先生に代わって、生徒や、鍵の管理をしている仁科先生に対して私が話を聞きましたので、報告します」
　
　
　
　
　　深野順一に立ち話を聞かれた女生徒、大久保さん
　
「私はただ、清水さんからそういうことしてた娘がいるらしいって話を聞いただけで、詳しいことは何も……
　でも、学園内、しかも保健室でエッチって……度胸があるというか……普通しませんよね」
　
　
　
　　深野順一に立ち話を聞かれた女生徒、清水さん
　
「ええ、はい。私も人から聞いたんですけど……そうです、はい。保健室でその……エッチしてる人がいたって……え？　どうして分かったか、ですか？　確か、それっぽい光景を見たって……そう話してたはずです。
　誰から聞いたか……えっと……陸上部の本柳君です、はい」
　
　
　　陸上部部員、本柳君
　
「ああ、はい。確かにその話をしたのは自分っすね。あちゃぁ、フカセ……深野先生に聞かれたんすか……
　うち……陸上部は毎週水曜日に敷地内全部を使ってランニングするんすよ。外周部一周とかじゃなくて、校門から入って、時計塔の周りを一周して、管理棟、教室棟、実習棟、それぞれ一周して……って感じで。ええ、結構な距離っすよ。そうして最後にまた校門に戻って休憩して、監督が戻ってくるの待つんすよ。ほら、水曜日って職員会議があるから……
　あ、そう、それ見たのはランニング中っす。管理棟の外を走ってる時っすね。保健室のカーテンって開いてたり閉まってたりだけど、その時は閉まってたんすよ。でも、ほんのちょっとだけ隙間が空いてて……走りながらなんでよく見えなかったっすけど、あれは間違いないっすね。生々しくなっちゃいますけど、女の方が上になってて、腰と、スカートから伸びる白い足がいやらしく揺れてたっすから。……ええ、自分だけじゃなく、他の部員も見たっすよ。休憩の時にその話で盛り上がったんす！　ええ」
　
　
　　陸上部部長、金子君
　
「ああ、あの日のことですか。はい。覚えてます。休憩の時に盛り上がったんで……
　そう、他の部員も気付いていて、その時に話題になったんですが、その女の子の方、スカートが白かったんです。制服は青いラインが入ってますけど、それもなくて真っ白。だから、私服じゃないかとか、テニスのスコートじゃないかとか、まさかよその学校の娘じゃないよなとか、そんな話になりました。もしかしたらあれは白衣で、仁科先生じゃないか、という憶測も出ましたけど、あり得ないでしょう？……だって、職員会議の時はいつも仁科先生も出席されているはずですから」
　
　
　
　　料理部部員、藤枝保奈美
　
「水曜日ですか？　はい。うちの部員が一人保健室に行ってます。包丁で指を切っちゃって……家庭科室に絆創膏は常備してあるんですが、一応消毒はした方がいいと思ったので、すぐ保健室に行くように言いました。……はい、職員会議中なのは知ってましたが、保健室にいらっしゃることもあるので。
　ですが、やっぱりその時はいらっしゃらなかったらしいです。なので、こちらに戻ってきたその子にはとりあえず絆創膏だけ貼って、部活が終わって帰る時に再度保健室に寄ってもらいました。ええ、その時はいらっしゃったそうです」
　
　
　
　　料理部部員、菊地原さん
　
「……はい、その……部活中に指を切っちゃって……保健室に消毒してもらいに……
　鍵……ですか？　いえ、それは確認してません。『準備中』の札がかかってたんで。え？　物音ですか？……元々誰もいらっしゃらないと思ってましたし……全く気にしていませんでした。……でも、これといって変な音は何も聞こえなかったはずです。大きい音がすれば分かりますから……
　帰り際に寄った時……はい、いらっしゃいました。時間は……確か……五時頃だったと思います。消毒して……絆創膏を貼り直してもらいました。……何か変わったこと、ですか？　あまり保健室に行くことはないですし、コーヒーの匂いがしてたぐらいで他には何も……え？　カップですか？　洗い場に二つ、並んでましたけど。……いいえ、その時保健室には仁科先生一人でした。……あ、そういえば仁科先生、ストッキングを穿いていませんでした。珍しいなぁと……」
　
　
　
　　蓮美台学園理事長、宇佐美玲
　
「この間の水曜日……ああ、期末考査のために各教科の先生方で集まりを持ってもらった日ですね。野々原先生も遅くまでお疲れ様でした。
　え？　仁科先生ですか？……仁科先生は担当教科を持っていらっしゃらないので、その日は平常通りだったはずですよ。理事長室に来ていないか？　いえ、その日私はずっとここにいましたけど、仁科先生はいらっしゃいませんでしたね」
　
　
　
　
　　陸上部顧問、大石先生
　
「こないだの……集まりのあった日ですか？　ええ、よく覚えてますよ。
　野々原先生もご存知のように、私の担当は数学でして。同じ数学の深野先生が翌々日から出張という関係もあって、結構遅くまで話してましたね。いつもの職員会議よりかなり長引いたんじゃなかったかな？　いつもだったら会議が終わり次第陸上部に顔を出すんだけど、その日は無理っぽかったんで、途中席を外させてもらって部員に「今日は解散」って言いに行ったんですよ。その段階でもいつもより遅かったんで、さすがに全員走り終えて、何やら楽しげに話してましたね」
　
　
　
　　蓮美台学園養護教諭、仁科恭子
　
「水曜日……ああ、職員会議というか、各教科の先生で集まった日ね。もちろん私はどこにも顔出してないわよ。保健体育に関しても授業を持ってるわけじゃないし、集まりだってなかったはずよ。
　その日何をしてたか？……ああそうそう、料理部の女の子が指切っちゃったって来たわね。夕方だいぶ遅い時間だったけど。え？　その前？　う～ん……言わなきゃだめ？……まぁ……言いたくないんだけど……ごめんなさい。寝てたわ、ベッドで。……鍵？　さあ、かけたようなかけてないような……入り口のプレートを『準備中』にしたのは覚えてるけど。
　ストッキング？　ああ、あれね。汚しちゃったから脱いだのよ。シミになっちゃってたし。替えはいつも持ち歩いてるんだけど、その日はたまたま忘れちゃってて……」
　
　
　
　　蓮美台学園二年生、平野さん
　
「保健室には確かによく行きます。はい、放課後も。体調が悪い時や……生理が重い時とか、友達が部活を終えて迎えに来てくれるまでベッドで休ませてもらうことがあります。待合室代わりにしちゃって悪いかな、とも思うんですが、仁科先生が「一人で帰すより誰かと一緒の方が安心できる」と言ってくださるんで、お言葉に甘えてます。
　そうそう、最近放課後に行くと結構高い確率で久住君がいるんです。私が「休ませてください」と言うとすっといなくなりますけど、友達と「怪しいよねー」と、冗談半分ですで話したこともありますね。
　この間の水曜日ですか？　水曜日は職員会議がある日なんでよっぽどじゃないと行きませんね。その日も行ってませんし」
　
　
　
　　天文部部長、広瀬弘司
　
「直樹……ですか？　確かに、最近は顔を見せないことが多いですね。まあ、元々毎日出席してどうこうっていう部じゃないですし、天ヶ崎さんもいるんで別に気にしてませんけど。
　水曜日……特に曜日によってどうこうっていう印象はないですけど……そういえば、ついこないだ、ちょっと話したいことがあったんで直樹にカフェテリアに来るように電話したんですよ。自分の携帯は電池切れかかってたんで天ヶ崎さんに頼んだんですけど、それが水曜日じゃなかったかと……」
　
　　天文部部員、天ヶ崎美琴
　
「久住君？　確かに最近来ないけど……あ、こないだカフェテリアに来るように電話したんですけど、なんか慌ててるというか焦ってるっていうか、そんな感じだったんですよー
　あれはきっと、どっかで寝てたんじゃないかなー？　それとも、アヤシイことしてたとか～……」
　
　
　
　　食堂運営委員会所属、渋垣茉理
　
「えと……水曜日の直樹、ですか？……う～ん、そういえばいつもの席に顔を見せないことが多いような……まあバカ直樹の相手をしなくていいんで助かってますけど。
　あっ、そうだ。直樹ってたまーにものすごい寝起きの顔でカフェテリアに顔出す時があるんです。つい今さっきまで寝てましたーって感じで。それってたいてい水曜日なんですよー。え、時間？　放課後の遅い時間だったような……何せ、日が落ちて暗くなってから、だったはずですよ」
　
　
　
　　野球部部員、近藤君
　
「水曜日に保健室に行ったこと……あ、はい、あります。先週ですね。職員会議がある日だっていうのは知ってたんですけど、会議早めに終わって戻ってたりするかな、と思って。　大きめの絆創膏が欲しかったんです。ああ、ちょっと肘擦り剥いた奴がいて……仁科先生がいなかったら、部室にある小さいやつ二枚貼ればいいやって、ダメ元でしたけど、行ってみたんです。
　やっぱりいなかったですよ。『準備中』の札がかかってましたし。ドアも鍵かかってましたね。……でも、窓は開いてたっぽいですよ。え？　何でかって？　保健室の壁の上の方に、小さい窓があるじゃないですか。磨りガラスの、換気用っぽいやつ。あれがカタカタ鳴ってたんです。その日は風強かったですし、保健室の中に吹き込んでるのかなぁって。あ、廊下の窓は閉まってましたよ。
　気になったのはそれだけですね。急いでたんで、すぐグラウンドに戻りました」
　
　　天文部部員、久住直樹
　
「先週の水曜日……ああ、寝てました。保健室のベッドで。最近恭子先生によく頼まれるんですよ。職員会議で抜ける間留守番しててくれって。まあ、大抵その前か後にコーヒーごちそうになってるんですけど。
　そうですね、寝ててもいいけど、その時は鍵をかけて『準備中』の札をかけておくように、と言われてます。その日もちゃんと鍵をかけましたよ。窓？……窓は開けてましたね。そんな、窓から日中堂々と入ってくるような奴はいるわけないだろうし、もし入って来ても、さすがに物音がすれば起きますよ」
　
　
　
　　文芸部部員、岸田さん
　
「保健室で不審な物音がしなかったか……それなら覚えがあります。ちょっと前のことです。その日は保健室に誰もいないだろうことは分かっていたんですが、朝から頭痛がひどくて、もしかしたら、という期待を持って痛み止めを貰いに行ったんです。帰ってもよかったんですけど、部の大事な打ち合わせがあったもので。
　結局鍵がかかってて、札も『準備中』だったんですけど、中から物音というか……高い音が細切れで聞こえてきた……感じですかね。でも、その時は頭痛のせいで感覚がおかしくなってるんだろう程度にしか感じませんでした。……声？　ああ、言われてみればそうだったかも知れませんね……って！　あの時中に人がいたんですか！」
　
　
　
　　園芸部部長、橘ちひろ
　
「物音を聞いたわけではないんですけど……部活を終えて温室の鍵を職員室に返しに行く途中でした。管理棟の昇降口で女子の先輩とすれ違ったんです。何だかそわそわした感じで、周りを気にするような素振りでした。私と目が合った時も驚かれていた様子でしたし……
　保健室の方から？……ええ、そうです。時間ですか？　そんなに遅くなかったと思います。外はまだ明るかったですし。曜日……えっと……今日が二十二日の月曜日だから……そう、水曜日だったはずです」
　
　
　
　　野球部部員、小松君
　
「不審な物音って……あれっすよね、あの……ヤっちゃってる声のことっすよね？　自分ら、その日練習試合だったんすよ。一時過ぎに開始で、終わったのは……三時を少し回ったくらいだったはずっす。
　クールダウンが終わって、一年部員が用具の片付けを済ませたらミーティングで、それまで待機だったんで他の部員らと散歩してたんすよ。そしたら……聞こえてきたんす！　そう、保健室から！　ガラス越しに、女の子の喘ぐ声が……もう、すぐに他の連中手招きで呼んで、窓に張り付いたっすよ！　おいおいスゲーなって、小声で言い合いながら……
　そうっすね……カーテンも窓も閉まってたはずっすよ。開いてたら絶対覗いてますから！」
　
　
　
　　蓮美台学園二年生、加藤君
　
「保健室で物音……ああ、あいつ、ついにバレよったんですかぁ……川越のことでしょ？保健室に女連れ込んでええことしよってからに……
　えっ？　その話詳しくて……川越のこと知ってて訊いてきたんちゃいますの？…………今の話ナシっ！　忘れてください！」
　
　
　
　　蓮美台学園二年生、川越君
　
「……はい、その日保健室に忍び込んだのは自分です。鍵は……ええ、窓も入り口もちゃんとかかってました。実は、自分、保健室の掃除当番なんですけど、あの、廊下に面した小さな小窓、あそこって鍵が壊れてるんですよ。長い間動かしてないせいか全然動きませんし。でも、掃除の時にふとした弾みで動かし方を見つけたんです。それを覚えていて……
　忍び込む日は、お互い予定がない日をあらかじめ話し合って、仁科先生にもそれとなく予定を聞いて、決めました。あの窓は……そう、保健室の中の方は薬品とかの入った戸棚の上なんですよ。前日は戸棚の上を念入りに拭いておきました。忍び込んでホコリまみれになるのも嫌でしたし。
　いえ、彼女は入り口から入らせました。自分がとりあえず小窓から入って、中から鍵を開けて……もちろん、彼女が入ったらすぐ閉めましたよ。
　それから……はい、おっしゃるとおりです。ベッドの上で……はい。え？　彼女の服装？……やだなぁ、見られてたんですか？……白衣を着てもらいました。いやいや、保健室の中にあったものじゃありません。ロッカーも開けてませんし。自分の姉貴、大学生なんですけど、理系の学部なんですよ。それで、実験の時に着る長白衣が家に何着かあって……それをこっそり持ってきたんです。
　その……目的は本当にそれだけで……ベッド以外は手も触れてないんです。でも、何かあったら言い逃れできませんよね。はい、反省してます。保健室に忍び込めるって分かって舞い上がっちゃって……
　ベッド、ですか？　ええ、一応彼女と二人で他のベッドを参考に整えてから帰りました。そうです。彼女を先に入口から帰らせて、自分は遅れて小窓から……
　あの、野々原先生、彼女には話は……あ、聞かないでくれるんですか。ありがとうございます」
　
　
　
　　蓮美台学園養護教諭、仁科恭子
　
「ベッド？　ええ、その日の翌朝に「なんか変だなぁ」とは気付いたわよ。どこから忍び込んだかまでは想像つかなかったけど。え？　小窓？……そこの？　開くんだ、あそこ……今度直してもらわないと駄目ね。
　ああ、翌朝の話ね。そう、忍び込まれたのは分かったんだけど、物品や薬品でなくなってるものはないし、パソコンも触られた形跡なかったから、誰にも言わずにおいたのよ。やってたコトも何となく想像ついたし、問題にするのもあれかなぁって……ね」
　
　
　
　
　
　
　　蓮美台学園教諭、野々原結
　
「生徒は行いを十分に反省していますし、今後は絶対にしないと約束してくれてます。また、保健室に入るのに使った小窓も既にちゃんと鍵がかかるように修理してもらってます。
　これといった実害もなかったわけですし、生徒二人に注意するだけでいいと、私は思います。
　以上で報告を終わります」
　
　

　
　
「いやぁ、まさか本当に保健室でエッチしちゃってたとはねぇ。そういうマンガやゲームだけの話だとばかり思ってたわ」
　そう言って、軽く伸びをしたり、肩を回したりしながら歩く仁科恭子。その背中を、野々原結はじっと見ながら後ろを歩く。
「恭子」
　結が親友の背中に声をかける。穏やかな、何の変哲もないただの呼びかけだが、それには恭子の足を止め、振り向かせるだけの何かがあった。言うなれば、春の温かな陽気の中、そっと吹く風が孕んでいる、わずかな冬の名残のような何かが。
「何？」
　止めた足を回し、恭子は親友に正対する。
「もう一度聞きます。……十一月十七日の水曜日、放課後、何をしていましたか？」
　冬の名残が少しだけ増した。それでも、結の表情は一見すると普段と何ら変わらないように見える。
「……寝てたわよ」
　結はじっと、恭子の目を見つめていた。
「……嘘は言ってないわ」
　
平成二十二年十月十日(改訂版)
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